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43 9,000億 万円9,00043億 万円

　平成29年度当初予算は、本年4月に町長選挙および町議会議員選挙が執行されることから骨格予算とし、経常経費に
主体を置いた予算編成としました。
　投資的な予算は選挙執行後の6月補正予算にて措置する一方、継続事業となる複合型建設事業や国・県の補助金等を
受ける事業については当初予算に盛り込んだ編成となっております。この中には源緑水防センターや津波避難タワーの
建設事業費や、鍋田川排水機場への避難階段の設置工事費など、防災関連事業をはじめとする各種インフラ整備の事業費
などが含まれております。その他、主な事業は、「平成29年度の主要事業について」をご参照してください。　
　今月号では、町民の皆さんに関係の深い一般会計を中心に、当初予算のあらましをお届けします。

役場　総務政策課（☎68-6100）

　平成29年度の当初予算額は、一般会計・特別会計・企業会計を合わせた
歳出総額では65億3,954万5千円となっており前年度に比べ4.1％の増額となって
います。このうち一般会計は、43億9,000万円で前年度に比べ5.6％（2億6千万円）
の減額となりました。
　国民健康保険などの特別会計予算総額は、19億6,830万円で前年度に比べ
0.5％（1,000万円）の減額となっています。
　水道事業の公営企業会計については、支出総額は1億8,124万5千円で、前
年度に比べ6.2％（1,190万6千円）の減額となっています。

（単位：千円）
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●歳入合計

◇
一
般
会
計

町
税
を
主
な
収
入
と
し
て
、

道
路
・
公
園
な
ど
の
整
備

や
、
教
育
や
社
会
福
祉
事
業

の
充
実
な
ど
、
町
が
一
年
間

行
っ
て
い
く
基
本
的
な
施
策

の
経
費
を
計
上
し
た
会
計
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。

◇
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
や
下
水
道
な

ど
の
特
定
事
業
を
行
う
場
合

に
、
経
理
状
況
が
一
目
で
わ

か
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、

一
般
会
計
と
は
別
に
経
理
す

る
会
計
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。

◇
公
営
企
業
会
計

民
間
企
業
と
同
じ
よ
う
に
独

立
採
算
性
で
収
支
の
バ
ラ
ン

ス
を
と
り
な
が
ら
経
理
す
る

会
計
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

当初予算がきまりました
平成29年度の

各会計予算

区 分 比　較 増減率平成29年度 平成28年度

一 般 会 計

　 合 計 　

国民健康保険
特 別 会 計

後期高齢者
医療特別会計

土 地 取 得
特 別 会 計

農業集落排水
事業特別会計

公共下水道
事業特別会計

介 護 保 険
特 別 会 計

小 計
（特別会計）

水道事業会計
（公営企業会計）

（単位：千円）
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●歳出合計
区 分 比　較 増減率平成29年度 平成28年度

一 般 会 計

　 合 計 　

国民健康保険
特 別 会 計

後期高齢者
医療特別会計

土 地 取 得
特 別 会 計

農業集落排水
事業特別会計

公共下水道
事業特別会計

介 護 保 険
特 別 会 計

小 計
（特別会計）

水道事業会計
（公営企業会計）

一 般 会 計 予 算

特 集
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◇
町
　
税

町
民
税
・
固
定
資
産
税
・
軽

自
動
車
税
な
ど
の
普
通
税

と
、
入
湯
税
な
ど
の
目
的
税

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

◇
地
方
交
付
税

国
が
市
町
村
の
財
政
状
況
に

応
じ
て
交
付
す
る
お
金
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。
地
方
交
付

税
に
は
、
普
通
交
付
税
と
特

別
交
付
税
が
あ
り
ま
す
。

◇
繰
入
金

一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
各

種
基
金
な
ど
か
ら
受
け
入
れ

る
お
金
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。

◇
国
庫（
県
）支
出
金

国（
県
）が
認
め
た
事
業
に
対

し
市
町
村
に
交
付
さ
れ
る
お

金
（
負
担
金
・
補
助
金
・
委

託
金
な
ど
）
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。

◇
町
　
債

建
設
事
業
な
ど
、
将
来
の
町

民
に
も
建
設
費
用
な
ど
を
負

担
し
て
も
ら
っ
た
方
が
公
平

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
事
業

な
ど
の
資
金
調
達
の
た
め
に

借
り
入
れ
る
お
金
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。

◇
自
主
財
源

地
方
公
共
団
体
が
自
主
的
に

収
入
し
う
る
財
源
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。

◇
依
存
財
源

国
・
県
の
意
思
に
よ
り
定
め

ら
れ
た
額
を
交
付
さ
れ
た

り
、
割
り
当
て
ら
れ
た
り
す

る
収
入
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。

一般会計歳入予算の構成割合一般会計歳入予算の状況
（単位：千円）

（単位：千円）

町税の構成

自
　
主
　
財
　
源

依
　
　
存
　
　
財
　
　
源

町　民　税

固定資産税

軽自動車税

た ば こ 税

入　湯　税

合　　計

386,360

526,162

17,627

28,100

550

958,799

歳 入 内 訳 構成割合

町税

分担金および負担金

使用料および手数料

財産収入

寄附金

繰入金

繰越金

諸収入

小　　計

地方譲与税

利子割交付金

配当割交付金

株式等譲渡所得割交付金

地方消費税交付金

自動車取得税交付金

地方特例交付金

地方交付税

交通安全対策特別交付金

国庫支出金

県支出金

町債

小　　計

合 計

958,799
43,258
35,427
19,964

501
1,175,912

30,000
50,035

2,313,896
39,501

1,400
6,500
4,800

120,500
8,300
2,700

850,000
920

438,520
149,663
453,300

2,076,104

21.8
1.0
0.8
0.5
0.0

26.8
0.7
1.1

52.7
0.9
0.0
0.1
0.1
2.8
0.2
0.1

19.4
0.0

10.0
3.4

10.3
47.3

4,390,000 100.0

特集 平成29年度の当初予算がきまりました

52.7%47.3%

■町税 21.8%
■分担金および負担金
 1.0%
■使用料および手数料
 0.8%
■財産収入 0.5%
■寄附金 0.0%

■繰越金 0.7%
■諸収入 1.1%

■地方譲与税 0.9%
■利子割交付金 0.0%
■配当割交付金 0.1%
■株式等譲渡所得割交付金
 0.1%
■地方消費税交付金 2.8%

■交通安全対策特別交付金
 0.0%
■地方特例交付金 0.1%
■自動車取得税交付金 0.2%

■県支出金 3.4%

■繰入金
　26.8%
■繰入金
　26.8%

■国庫支出金
10.0%

■国庫支出金
10.0%

■地方交付金
19.4%

■地方交付金
19.4%

■町債
　10.3%
■町債
　10.3%
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◇
扶
助
費

社
会
保
障
制
度
の
一
環
と
し

て
、
生
活
を
維
持
す
る
た
め

支
出
さ
れ
る
経
費
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。

（
生
活
扶
助
・
教
育
扶
助
・

医
療
扶
助
・
住
宅
扶
助
な
ど
）

◇
物
件
費

地
方
公
共
団
体
が
支
出
す
る

消
費
的
性
質
の
経
費
（
人
件

費
・
維
持
補
修
費
・
扶
助
費
を

除
く
）の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

◇
補
助
費

負
担
金
・
補
助
金
・
交
付
金

が
主
な
も
の
で
あ
る
が
、
報

奨
金
や
損
害
保
険
な
ど
の
保

険
料
、
賠
償
金
な
ど
も
含
ま

れ
ま
す
。

◇
繰
出
金

一
般
会
計
と
特
別
会
計
ま
た

は
、
特
別
会
計
相
互
間
に
お

い
て
支
出
さ
れ
る
経
費
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。
ま
た
、
基

金
に
対
す
る
支
出
の
う
ち
、

定
額
の
資
金
を
運
用
す
る
も

の
も
含
ま
れ
ま
す
。

◇
予
備
費

予
算
外
の
支
出
ま
た
は
予
算

超
過
の
支
出
に
充
て
る
た

め
、
使
途
を
特
定
し
な
い
で

予
算
に
計
上
す
る
目
的
外
予

算
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

◇
義
務
的
経
費

地
方
公
共
団
体
の
歳
出
の
う

ち
、
任
意
に
削
減
で
き
な
い

経
費
の
こ
と
で
、
職
員
の
給

与
等
の
人
件
費
、
生
活
保
護

費
等
の
扶
助
費
お
よ
び
地
方

債
の
元
利
償
還
金
な
ど
の
公

債
費
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

◇
任
意
的
経
費

義
務
的
経
費
以
外
の
経
費
の

こ
と
で
、
任
意
で
支
出
で
き

る
経
費
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

（単位：千円）

※３月末の人口6，439人で算出

681,783
●一人当たりの総額

円

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

公 債 費

そ の 他

8,449円
247,030円
111,019円

38,407円
41,293円

1,911円
63,580円

105,824円
45,412円
17,892円

966円

（対前年比　38,031円の増）

前年度と
の比較％歳 出 内 訳

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

公 債 費

予 備 費

内 容

合 計 4,390,000 ▲5.6

54,403

1,590,626

714,848

247,303

265,886

12,308

409,394

681,398

292,408

115,206

6,220

▲1.0

▲26.2

3.5

1.9

7.5

▲26.9

▲1.6

76.0

▲10.8

7.3

66.0

議会に係る費用

主に窓口、税務、選挙事務に係る費用

主に保育、社会福祉に係る費用

主に健康予防、ごみ対策に係る費用

主に農業、漁業の振興に係る費用

主に商業、観光に係る費用

主に道路整備、公園整備に係る費用

主に消防、防災に係る費用

主に小・中学校、幼稚園に係る費用

主に町の借入金返済に係る費用

■議会費　1.2%

■総務費
36.2%

■総務費
36.2%

■民生費
16.3%

■民生費
16.3%

■農林水産業費　6.1%
■衛生費　5.6%

■商工費　0.3%

■土木費
9.3%

■土木費
9.3%

■消防費
15.5%

■消防費
15.5%

■教育費
6.7%

■教育費
6.7%

■公債費　2.6%
■予備費　0.2%

町民一人当たりの歳出予算額 歳出性質別内訳

■人件費
　591,461千円 13.5％
■扶助費
　234,058千円 5.3％
■公債費
　115,206千円 2.6％

940,725千円　21.4％
義務的経費

■普通建設費
　1,793,959千円 40.9％

■その他（予備費）
　6,220千円 0.1％

■繰出金
　509,167千円 11.6％

■積立金
　16,900千円 0.4％

■貸付金
　1,680千円 0.0％

■補助費
　443,175千円 10.1％

■維持補修費
　12,272千円 0.3％

■物件費
　665,902千円 15.2％

3,449,275千円 78.6％
任意的経費

一般会計歳出予算の状況
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木曽岬町総合計画に基づく予算配分

安全・安心な生活の場づくり

 108,345千円 ■常備消防費等消防関係事業
 572,987千円 ■災害対策費
 1,107千円 ■交通安全対策費
 8,996千円 ■防犯対策費

 1,004千円 ■家庭用新エネルギー等普及支援事業
 35,883千円 ■一般ごみ収集事業
 9,758千円 ■資源ごみ収集事業
 99,739千円 ■桑名広域清掃事業組合負担金（建設費及び管理費）
 1,003千円 ■公害対策費
 4,030千円 ■火葬場運営事業

 13,567千円 ■予防費
 2,150千円 ■不妊治療助成事業
 8,235千円 ■健康増進事業
 7,133千円 ■がん検診事業
 7,150千円 ■海南病院施設整備補助金

 22,159千円 ■社会福祉協議会補助金
 97,409千円 ■保育所費
 4,855千円 ■学童保育費
 481千円 ■広域連携ファミリーサポート事業
 86,807千円 ■児童手当・子ども手当事業
 15,889千円 ■子ども医療費助成
 1,856千円 ■一人親家庭医療費助成
 552千円 ■すこやか赤ちゃん出産祝金
 5,293千円 ■高齢者福祉計画・介護保険事業計画策定事業
 1,948千円 ■ひとり暮らし老人緊急通報システム事業
 80,115千円 ■介護保険特別会計繰出金
 42,511千円 ■障がい者福祉費
 89,130千円 ■障害者自立支援給付費
 6,181千円 ■地域生活支援事業

 51,366千円 ■国民健康保険特別会計繰出金
 70,018千円 ■後期高齢者医療特別会計繰出金

 33,006千円 ■幼稚園費
 40,504千円 ■小学校費
 34,758千円 ■中学校費
 52,119千円 ■学校給食費

 9,599千円 ■公民館費
 400千円 ■きそさきAZクラブ補助金
 3,370千円 ■町体育協会補助金
 1,550千円 ■スポーツ少年団補助金
 1,000千円 ■美し国三重駅伝運営委員会
 1,315千円 ■文化協会補助金
 830千円 ■青少年育成町民会議補助金

 15,341千円 ■木曽岬干拓事業推進費
 9,581千円 ■都市公園維持管理事業
 5,234千円 ■桜並木維持管理事業
 15,939千円 ■県営地域用水環境整備事業負担金

 81,447千円 ■道路橋梁維持費
 67,205千円 ■道路新設改良費
 40,018千円 ■自主運行バス運行事業

 230,000千円 ■公共下水道事業特別会計繰出金
 77,000千円 ■農業集落排水事業特別会計繰出金

 85,668千円 ■湛水防除事業
 7,952千円 ■生産調整推進対策事業費
 650千円 ■園芸作物振興補助金
 1,197千円 ■水産業振興費
 4,200千円 ■商工会運営補助金
 1,850千円 ■観光協会補助金
 3,800千円 ■ふれあい広場実行委員会補助金

 3,414千円 ■区長会関係費
 4,600千円 ■地域まちづくり推進事業

 561千円 ■人権教育研究協議会補助金
 11,676千円 ■人権啓発事業

 55,022円 ■高度情報処理対策費
 1,119,177千円 ■複合型施設建設事業

安全な生活環境

暮らしを支える生活基盤づくり
市街地環境整備

生 涯 学 習

福 祉

社 会 保 障

環 境 共 生

自立した地域と行政のまちづくり
地域自治・協働

人権尊重・共生

行 財 政 運 営

交 通

上 下 水 道

産 業

いきいきとした暮らしづくり
健 康

豊かな心を育む人づくり
教 育

平成29年度の主要事業について

特集 平成29年度の当初予算がきまりました
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特
集

新たな希望を胸に！　小・中学校入学式新たな希望を胸に！　小・中学校入学式
　4月6日（木）に木曽岬小学校・木曽岬中学校で
入学式が行われました。小学校37名、中学校51
名の新入生が新たな希望を胸に、それぞれの学校
生活の第一歩を踏み出しました。
　小学校では、新入生が6年生のお兄さんお姉さ
んに手を引かれ、初々しくも堂々と入場する姿が
見られました。校長先生からは、「あいさつをす
ること」「友だちと仲良くすること」「先生の話を
よく聞くこと」の3つのお話があり、子どもたち
は真剣な眼差しで聞いていました。

わくわくドキドキの入園式！わくわくドキドキの入園式！
　4月7日（金）に南部・中部の両幼稚園保育園で
入園式が行われました。たくさんの保護者の方や
来賓の皆様に見守られ、少し緊張気味の子どもた
ちでしたが、「みなさん、立ちましょう」「お辞儀
をしましょう」という先生の呼びかけにきちんと
反応している姿はとても可愛くもあり、頼もしく
もありました。最後には元気いっぱいの歌声が会
場に響き渡り、笑顔いっぱいの入園式となりまし
た。

　中学校では、校長先生から教育ビジョンに関連
付けて4つの漢字が示されました。「自分で考え
る（考）」「仲間を認める（認）」「健康な心と体（健）」
「夢を語る（夢）」というものでした。子どもたち
の引き締まった表情からは、大きな期待感が満ち
溢れていました。
　式後は、見ごろを迎えた桜の前で記念撮影をす
る姿があちこちで見られました。
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わたしたちの

木曽岬町

さくらまつりさくらまつり
　4月2日（日）、鍋田川いこいパークにおいて、観光協会主催による第29回木曽岬町さくらまつり
が開催されました。
　今年はソメイヨシノの開花が遅く、会場では早咲きのオオカンザクラ、ベニシダレザクラが咲き
誇り、太鼓演奏や踊りなどのステージのほか、焼きそば串カツなどの出店や桜を咲かせるちぎり絵、
豪華賞品が当たる抽選会などの催しで会場は賑わいました。
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ち
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ま
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の
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Ｗ
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Ｎ
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Ｏ
Ｎ
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警
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署
コ
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ー

教
育
委
員
会
だ
よ
り

ト
マ
ッ
ピ
ー
キ
ッ
ズ
サ
ー
ク
ル

カ
レ
ン
ダ
ー

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

郷土料理を伝える！
　食生活や環境の変化で古くから伝わっている郷土料理を食べる機会が減少して
きています。
　そこで「ごたーげさん」が郷土料理を次世代につなぐ一役になればと代表的な
箱寿司を作り、さくらまつりで販売を行いました。他にも代表的な、ボラ雑炊を
作るワークショップが３月12日（日）にメガソーラー株式会社の協賛で北部公民館
にて行われました。今後もこのような活動を続けていければと語っていました。 ボラ雑炊作り体験ボラ雑炊作り体験
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きそさき
INFORMATION

　消防団員は普段はサラリーマンや農業など仕事をしていますが、ひとたび火災や災害が起こるとすぐに
現場に駆けつけて活動にあたっています。消防団員は非常勤公務員という身分ではありますが、ボランティア
精神に支えられているのが実情です。
　現に東日本大震災では、住民の避難誘導や水門閉鎖等、住民の生命・財産を守るために活動し、198名
もの消防団員が殉職しました。
　近年全国の消防団員数は減少の一途をたどっています。消防団に入らない理由は「職業と両立出来ない」
や「家族との時間を減らしたくない・家族に反対される」というものが多くを占めていました。
　消防団員は、

を信念に、家族や地域への強い思いが活動の原動力になっています。それだけに、家族や地域の方 ・々企
業や事業所に「消防団」と言うものを理解していただく事は、間違いなく消防団員の支えとなります。
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Ｏ
Ｎ
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「自らの地域は自らで守る」「自らの地域は自らで守る」

『消防団員の募集』『消防団員の募集』
　地域の安全、住みよい木曽岬町への発展のため、消防団員を募集しています。町内在住または勤務して
いる方で、20歳以上の方が対象となります。
　消防団に入ってみたい！　という方、少し興味がある！　という方は、お気軽にお問合せください。また、貴地
区内や知り合い等に消防団員加入していただけそうな方がお見えになりましたら、是非お声掛けください。
　消防団員の加入促進にご協力いただきますよう、お願いします。

○消防団は火災や災害など、有事の際に地域を守るため
　結成されています。
○年間を通して月1回程度訓練しておりますが、訓練と
　いっても筋力トレーニング等ではなく、消火機器の取扱
　いなどを学んでいます。
○年齢構成は20代から40代と幅広くなっています。
○団員同士で仲良くなるため、活動外でも様々な交流を
　行っています。

消防団の主な活動

●火災時および災害時の消火活動
●火災・災害に備えての各種訓練
●火災予防啓発活動（年末夜警）
●消防出初式

●問合せ先／役場　危機管理課　☎68－6101

団員募集消防団とは！！消防団とは！！消防団とは！！消防団とは！！



9 広報きそさき　2017.5.1

　
本
年
度
、
木
曽
岬
町
消
防
団
に
新
た

に
７
名
が
入
団
し
、
去
る
４
月
２
日

（
日
）に
規
律
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
こ
れ
か
ら

の
消
防
団
活
動
の
基
礎
と
な
る
行
動
規

律
の
習
得
を
中
心
と
し
た
訓
練
を
、
長

島
木
曽
岬
分
署 

武
藤
分
署
長
指
導
の

も
と
、
緊
張
感
を
持
っ
て
真
剣
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
指
揮
号
令
や
ホ
ー
ス
の

取
扱
い
な
ど
訓
練
を
行
い
、
大
変
活
気

あ
ふ
れ
る
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
２９
年
度 

木
曽
岬
町
消
防
団
体
制

新新 木
曽
岬
町
消
防
団
幹
部
の
紹
介

団　
　
　

長 

黒
宮 

一
郎
氏

副　

団　

長 

伊
藤 

久
志
氏

第
１
分
団
長 

服
部 

達
哉
氏

第
２
分
団
長 
森 

俊
晶
氏

第
３
分
団
長 
半
羽 

将
則
氏

第
４
分
団
長 

阿
部 
友
輝
氏

第
５
分
団
長 

森 
啓
介
氏

平
成
２９
年
度
新
入
団
員
の
紹
介

第 

１ 

分 

団 

杉
本 

佑
介
氏

第 

１ 

分 

団 

曽
山 

翔
太
氏

第 

２ 

分 

団 

太
田 

隆
比
呂
氏

第 

３ 

分 

団 

坂
野 

伸
氏

第 

４ 

分 

団 

平
野 

慎
也
氏

第 

５ 

分 

団 

富
田 

裕
士
氏

第 

５ 

分 

団 

伊
藤 

政
利
氏

以
上
７
名

「
自
分
の
ま
ち
は
、

　
　
　
自
分
で
守
る
。
」

〜
初
め
て
の
訓
練
〜

新
入
団
員
　
辞
令
交
付
式

平成29年度　消防団規律訓練

複合型施設建設通信 Vol.17

　教育文化棟の工事も順調に進み、現在は1階の躯体工事を進めています。
　教育文化棟は、φ10～φ32㎜の鉄筋で建物の骨組みを造り、コンクリートで建物の形を造る鉄筋コンク
リート構造でできています。引っ張る力に強く圧縮に弱い建材の鉄筋と、圧縮に強く引っ張る力に弱い建材
のコンクリートの2種類の建材を利用し、互いの短所を補い合う構造となっています。建物を支える基礎に
約100tもの鉄筋と、コンクリートミキサー
車で約170台のコンクリートが使用され強
固な土台の上に教育文化棟が建設されま
す。
　6月初旬には1階の躯体工事が完了し、
地上の工事になりますので、皆様にも工事
の進捗状況が見ていただけるかと思います。
　搬入車両が非常に多く、近隣の皆様に
はご迷惑をおかけしますが、ご協力のほど
よろしくお願いいたします。
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４
月
１０
日（
月
）、
行
政
相
談
委
員
を

退
任
さ
れ
ま
し
た
加
藤
孝
行
さ
ん
に
総

務
省
三
重
行
政
評
価
事
務
所
長
よ
り
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
加
藤
さ
ん
は
、
平
成
２７
年
か
ら
２
年

間
行
政
相
談
委
員
を
務
め
ら
れ
、
県
や

町
な
ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
苦

情
や
要
望
の
解
決
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
三
重
県
た
ば
こ
販
売
協
同
組
合
桑
名

支
部
様
お
よ
び
日
本
た
ば
こ
産
業
（
Ｊ

Ｔ
）
様
か
ら
、
ス
タ
ン
ド
型
灰
皿
を
寄

贈
さ
れ
、
そ
の
寄
贈
式
が
３
月
２９
日
、

町
長
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｔ
四
日
市
支
店
の
角
田
智
一
支
店

長
は
「
分
煙
の
推
進
に
よ
っ
て
、
吸
う

人
・
吸
わ
な
い
人
双
方
の
快
適
な
生
活

環
境
の
改
善
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
れ

ば
」
と
挨
拶
さ
れ
た
の
に
対
し
、
加
藤

町
長
か
ら
「
多
く
の
各
地
区
か
ら
集
会

所
へ
の
設
置
要
望
が
あ
っ
た
。
お
互
い

に
と
っ
て
よ
り
よ
い
環
境
づ
く
り
の
推

進
に
つ
な
が
れ
ば
」
と
感
謝
の
言
葉
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
木
曽
岬
町
商
工
会
青
年
部
お
よ
び
木

曽
岬
町
商
工
会
女
性
部
は
地
域
振
興
活

動
の
一
つ
と
し
て
例
年
、
木
曽
岬
小
学

校
新
一
年
生
の
児
童
を
応
援
し
て
い
ま

す
。

●
教
室
机
用
引
き
出
し

　
６
年
間
使
用
す
る
た
め
物
を
大
切
に

　
す
る
心
を
育
て
ま
す
。

●
歯
磨
き
用
コ
ッ
プ
入
れ
袋

　
同
じ
袋
を
使
う
こ
と
で
平
等
性
を
ア

　
ピ
ー
ル
し
、
歯
磨
き
習
慣
に
よ
る
健

　
康
管
理
の
心
を
育
て
ま
す
。

　
平
成
２８
年
度
は
木
曽
岬
メ
ガ
ソ
ー
ラ

株
式
会
社
様
の
社
会
貢
献（
人
材
育
成
）

活
動
と
私
た
ち
の
思
い
が
繋
が
り
、
ご

支
援
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
木
曽
岬
町
の
発
展
の
た
め
地
域

振
興
に
努
力
し
ま
す
の
で
、
木
曽
岬
町

民
の
皆
様
の
ご
理
解
を
賜
わ
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
桑
名
地
区
交
通
安
全
協
会
よ
り
、
小

学
新
１
年
生
お
よ
び
幼
稚
園
新
入
園
児

に
対
し
て
交
通
安
全
お
祝
い
品
（
ラ
ン

ド
セ
ル
カ
バ
ー
と
交
通
安
全
ぬ
り
え
）

を
贈
呈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
毎
年
、
桑
名
地
区
交
通
安
全
協
会
で

は
子
ど
も
の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を

図
る
た
め
、
新
入
学（
園
）児
童
に
交
通

安
全
用
品
を
贈
呈
す
る
活
動
を
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
町
で
も
悲
惨
な
事
故
を
１
件
で
も
減

ら
す
こ
と
が
出
来
る
よ
う
、
引
き
続
き

交
通
安
全
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

行
政
相
談
委
員
に

感
謝
状
の
贈
呈

ス
タ
ン
ド
型
灰
皿
が

寄
贈
さ
れ
ま
し
た

小
学
校
へ
の
寄
付
が

行
わ
れ
ま
し
た

交
通
安
全
協
会
よ
り

〝
交
通
安
全
用
品
〞を

い
た
だ
き
ま
し
た

写真左より小森校長、白石青年部副部長、嵯峨女性部長

わ
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の
ま
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加藤孝行さん
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栄養教室（食生活改善推進員養成講座）の参加者募集！

平成29年度　木曽岬町食生活改善推進協議会からお知らせ

　桑名市・木曽岬町主催の栄養教室を受講された後、「木曽岬町食生活改善推進員」として地域で食生活改善に向けて
活動していただくことを目指しています。料理や健康づくりに興味のある方は一緒に活動しませんか?

●対　　象／木曽岬町在住の方　　●場　　所／桑名市中央保健センター
●申　　込／木曽岬町保健センター（☎68－6119）管理栄養士までお申込みください。
●参  加  費／5,000円（調理実習費、テキスト代）
　　　　　　※初回6月9日に徴収します。
　　　　　　　ご欠席、途中キャンセルされた場合でも返金できませんので、ご了承ください。
　　　　　　※申し込者が10名以上の場合に開催させていただきます。

平成29年度　栄養教室予定表
回

1

2

3

4

5

6

7

実 施 日 時 間 内 容

6月  9日（金）

7月  7日（金）

9月  8日（金）

10月  6日（金）

11月10日（金）

12月  1日（金）

1月  5日（金）

開講式・食生活改善推進員とは
国民の健康状態・健康日本21
調理実習
食品衛生と食環境保全
調理実習
食育について
調理実習
自主献立（栄養価計算）
身体活動・運動
自主献立作成
生活習慣病について
自主献立作成
調理実習
反省会・地区組織活動について・修了証書授与

午前10時30分～正午
午後1時～午後3時
午前10時～午後0時30分
午後1時30分～午後3時30分
午前10時～午後0時30分
午後1時～午後3時
午前10時～午後0時30分
午後1時～午後3時
午前10時～正午
午後1時～午後3時
午前10時～正午
午後1時～午後3時
午前9時30分～午後0時30分
午後1時～午後3時

配食弁当サービス

5月30日（火）
9月19日（火）
11月21日（火）
2月20日（火）

※

実 施 日

親子ふれあいクッキング

8月29日（火）

実 施 日 内 容

未　定

一般料理講習会

10月17日（火）
12月19日（火）

実 施 日 内 容

未　定

おせち料理●対  象  者
　小学生と保護者
●時　　間
　午前9時30分～午後1時30分
●場　　所
　保健センター　調理室
●持  ち  物
　エプロン・三角巾・布巾・米0.5合・
　子どものスリッパ
●参  加  費
　大人300円・子ども200円
●募集人数
　先着親子10組20名
　（当日は託児あり）

●対  象  者
　木曽岬町にお住まいの方
●時　　間
　午前9時30分～午後1時30分
●場　　所
　保健センター　調理室
●持  ち  物
　エプロン・三角巾・布巾・米0.5合
●参  加  費
　各回1人500円
●募集人数
　先着20名（当日は託児あり）

●対  象  者
　木曽岬町在住70歳以上で一人住ま
　いの方
●時　　間
　午前11時30分～正午ごろ配達予定
●参  加  費
　無　　料
●募集人数
　先着25名
※9/19は保健センターにて会食の
　予定です。

託児は生後10ケ月以上　先着7人まで
オムツ、ミルク持参の事
託児時間／午前9時30分～11時30分
　　　　　（乳幼児は食事無し）

託児は生後10ケ月以上　先着7人まで
オムツ、ミルク持参の事
託児時間／午前9時30分～11時30分
　　　　　（乳幼児は食事無し）

●申込み先／各実施日の10日前までに木曽岬町保健センター（☎68-6119）までお申し込みください。
　　　　　　（定員になり次第締め切ります。）
　　　　　　※不明な点がありましたら、木曽岬町保健センター　管理栄養士までお問い合わせください。
　　　　　　※都合により、実施日を変更する場合がありますので、ご了承ください。

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

生
活
の
ミ
ニ
情
報

警
察
署
コ
ー
ナ
ー

教
育
委
員
会
だ
よ
り

ト
マ
ッ
ピ
ー
キ
ッ
ズ
サ
ー
ク
ル

カ
レ
ン
ダ
ー

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す



12広報きそさき　2017.5.1

　
去
る
３
月
１５
日（
水
）三
重
県
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
町
内
で
ト
マ

ト
お
よ
び
メ
ロ
ン
を
栽
培
さ
れ
て
い
る

服
部
高
経
さ
ん
が
新
た
に
青
年
農
業
士

と
し
て
認
定
証
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
青
年
農
業
士
と
は
、
地
域
の
青
年
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
若
手
農
業
者
の
意
欲
の

高
揚
と
能
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

農
村
青
少
年
に
目
標
を
持
た
せ
る
な
ど
、

農
業
や
農
村
の
振
興
の
た
め
に
指
導
的

役
割
を
担
っ
て
も
ら
う
存
在
で
す
。
服

部
さ
ん
は
、
専
業
的
に
農
業
に
従
事
さ

れ
て
お
り
、
農
業
技
術
や
経
営
改
善
へ

の
意
欲
が
高
く
、
将
来
、
地
域
農
業
や

農
村
振
興
の
推
進
者
と
し
て
期
待
で
き

る
人
と
し
て
こ
の
度
の
認
定
と
な
り
ま

し
た
。
今
後
、
木
曽
岬
町
の
農
業
振
興

や
若
手
農
業
者
の
良
き
相
談
役
と
し
て

ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
同
日
、
青
年
農
業
士
と
し
て

ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
し
た
黒
宮
武
史
さ

ん
が
退
任
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
地
域
農
業
の
振
興

や
、
後
継
者
育
成
に
関
し
ご
指
導
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

青
年
農
業
士
と
し
て

服
部
高
経
さ
ん
が
認
定

さ
れ
る

職員人事異動のお知らせ
【退　　職】（平成29年3月31日付）
　住民課長　　　　　　　諸戸　秀自
　福祉健康課長　　　　　星野　香代
　輪心乃里所長兼
　　社会福祉協議会事務局長　伊藤　敏幸
　会計管理者兼会計課長　内田　義英
　危機管理統括監兼
　　　　　危機管理課長　長谷川　茂（三重県へ）
　教育課係長　　　　　　宮前　博樹（三重県教育委員会へ）

【勤務延長】（平成29年3月31日付）
　政務統括監兼総務政策課長　　　　森　　清秀

【異　　動】（平成29年4月1日付）
●課　長　級
　会計管理者兼会計課長　服部　孝龍（税務課長）
　住民課長副参事　　　　山田　克己（建設課長副参事）
　税務課長副参事　　　　藤井　光利（税務課課長補佐）
　危機管理課長副参事　　小島　裕紹（危機管理課課長補佐）
　福祉健康課長副参事　　松本　　大（福祉健康課課長補佐）
●課長補佐級（新職のみ）
　中部幼稚園・保育園副園長

花井　純子（南部幼稚園・保育園副園長）
　南部幼稚園・保育園副園長

山田真知子（中部幼稚園・保育園副園長）
●係長級以下（新職のみ） 
　会計課係長　　　　　　服部　朱美（税務課係長）
　危機管理課係長　　　　横井千恵子（住民課主任）
　社会福祉協議会へ派遣　諸戸　秀自（住民課長）
　福祉健康課主任　　　　星野　香代（福祉健康課長）
　税務課主任　　　　　　伊藤　敏幸（輪心乃里所長兼

社会福祉協議会事務局長）
　教育課主任　　　　　　内田　義英（会計管理者兼会計課長）
　住民課主事　　　　　　服部　彰宏

（三重県後期高齢者医療広域連合）
　税務課主事　　　　　　橋爪　公平

（三重地方税管理回収機構）
　子育て支援センター　　有村真理子（南部幼稚園・保育園）
　南部幼稚園・保育園　　上野　明美（子育て支援センター）
　中部幼稚園・保育園　　若松　恵理（復職）

【新規採用】（平成29年4月1日付）
　建設課長　　　　　　　浅野　　覚（三重県職員）
　教育課係長　　　　　　川端　浩揮（三重県教育委員会） 
　総務政策課　　　　　　奈良　賢治

新たに青年農業士に認定された服部高経さん

　　　　　　　　　４月から木曽岬町教育
　　　　　　　　委員会に勤務させていた
　　　　　　　　だくことになりました
　　　　　　　　川端浩揮です。
　　　　　　　　　「地域とともにある教
　　　　　　　　育委員会」をめざし、町
　　　　　　　　民の皆様のお役に立てる
よう一生懸命職務に励んでまいりたいと思
います。どうぞよろしくお願い致します。

教 育 課
川 端 浩 揮

　　　　　　　　　４月から新たに木曽岬
　　　　　　　　町役場に勤務させていた
　　　　　　　　だくことになりました
　　　　　　　　奈良賢治です。
　　　　　　　　　地元であるこの町をよ
　　　　　　　　り良い町にできるよう、
　　　　　　　　町職員として精一杯職務
に励んでいきたいと思いますので、どうぞ
よろしくお願い致します。

総務政策課
奈 良 賢 治

　　　　　　　　　木曽岬町の皆様、はじ
　　　　　　　　めまして浅野覚と申しま
　　　　　　　　す。４月から木曽岬町役
　　　　　　　　場建設課で勤務させてい
　　　　　　　　ただくことになりました。
　　　　　　　　　微力ではございますが、
　　　　　　　　地域の皆様が安全で安心
して暮らせるまちづくりの一翼を担えるよ
う誠心誠意、努めてまいります。どうぞよ
ろしくお願いいたします。

建 設 課
浅 野 　 覚

新規採用職員の紹介
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国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付

特
例
制
度
の
ご
案
内

●
と　
　
き

　
６
月
８
日
㈭
・
９
日
㈮

　
い
ず
れ
も
午
前
９
時
３０
分
〜
午

　
後
４
時
（
全
２
日
）

●
場　
　
所

　
桑
名
市
中
央
町
三
丁
目
４４
番
地

　
桑
名
市
中
央
公
民
館
２
階
大
研

　
修
室

●
定　
　
員

　
９０
人
（
先
着
順
）

●
料　
　
金

　
４
，
０
０
０
円

　
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
。）

●
申
込
方
法

　
桑
名
市
消
防
本
部
ま
た
は
、
最

　
寄
り
の
消
防
署（
分
署
）で
申
込

　
書
を
受
け
取
り
、
必
要
事
項
を

　
記
入
し
、　
同
所
ま
た
は
フ
ァ

　
ッ
ク
ス
（
０
５
９
４
│
２
４
│
５

　
２
８
１
）
で
申
込

▽
申
込
書
は
桑
名
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

　
す
。

●
申
込
期
間

　
５
月
８
日
㈪
〜
５
月
２６
日
㈮

　
　
桑
名
市
消
防
本
部　
予
防
係

　
　
☎
０
５
９
４
│
２
４
│
５
２
７
９

　
　
FAX
０
５
９
４
│
２
４
│
５
２
８
１

　
２０
歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で
あ

っ
て
も
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
学
生
の
方
は
一
般
的

に
所
得
が
少
な
い
た
め
、
ご
本
人

の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
方
は
、
学
校
教
育

法
に
規
定
す
る
大
学（
大
学
院
）、

短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専

門
学
校
、
専
修
学
校
お
よ
び
各
種

学
校
（
修
業
年
限
１
年
以
上
で
あ

る
課
程
）
に
在
学
す
る
学
生
等
で
、

ご
本
人
の
前
年
所
得
が
次
の
計
算

式
で
計
算
し
た
金
額
以
下
で
あ
る

こ
と
が
条
件
で
す
。

〈
所
得
の
め
や
す
〉

　
１
１
８
万
円
＋

　
｛
扶
養
親
族
等
の
数×

３８
万
円
｝

　
学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は

４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
と
な
り

ま
す
が
、
承
認
を
受
け
た
次
の
年

度
も
在
学
予
定
で
あ
る
場
合
、
４

月
初
め
に
再
申
請
の
用
紙
が
送
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
引
続
き
学
生

納
付
特
例
制
度
を
ご
希
望
の
場
合

で
未
申
請
の
方
は
、
こ
の
ハ
ガ
キ

に
必
要
事
項
を
記
入
し
返
送
い
た

だ
く
こ
と
に
よ
り
、
平
成
２９
年
度

の
申
請
が
で
き
ま
す
。（
こ
の
場
合
、

在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の
写

し
の
添
付
は
不
要
で
す
。）

　
な
お
、
平
成
２９
年
度
は
学
生
納

付
特
例
制
度
を
利
用
せ
ず
、
保
険

料
の
納
付
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は

納
付
書
を
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、

お
手
数
で
す
が
お
近
く
の
年
金
事

務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
四
日
市
年
金
事
務
所

　
　
☎
０
５
９
│
３
５
３
│
５
５
１
５

　
　
役
場　
住
民
課

　
　
☎
６
８
│
６
１
０
３

　
平
成
２９
年
度
は
１
チ
ー
ム
３
人

で
１
２
３
日
間
の
無
事
故
・
無
違

反
に
挑
戦
す
る
「
無
事
故
・
無
違

反
チ
ャ
レ
ン
ジ
１
２
３
」
の
募
集

を
行
い
ま
す
。
達
成
チ
ー
ム
の
中

か
ら
抽
選
で
、
左
記
の
賞
品
が
当

た
り
ま
す
。

特
賞
、
１
等
、
２
等
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
賞
等
ト
ラ
ベ
ル
ギ
フ
ト
券

（
そ
の
他
、
協
賛
物
品
に
よ
る
賞

品
も
あ
り
）

　
３
名
の
う
ち
、
６５
歳
以
上
の
方

を
２
名
以
上
含
ん
だ
シ
ル
バ
ー
チ

ー
ム
に
は
右
記
の
共
通
賞
品
と
は

別
に
、
さ
ら
に
抽
選
で
シ
ル
バ
ー

特
別
金
賞
、
シ
ル
バ
ー
特
別
銀
賞
、

シ
ル
バ
ー
特
別
銅
賞
（
ト
ラ
ベ
ル

ギ
フ
ト
券
）
が
当
た
り
ま
す
。

※

共
通
賞
品
と
の
重
複
当
選
は
あ

　
り
ま
せ
ん
。

　
詳
細
は
、
市
役
所
町
役
場
交
通

安
全
担
当
窓
口
、
各
警
察
署
交
通

課
、
各
地
区
交
通
安
全
協
会
、
三

重
県
各
地
域
防
災
総
合
事
務
所
・

各
地
域
活
性
化
局
、
三
重
県
庁
８

階
く
ら
し
・
交
通
安
全
課
等
で
５

月
１
日
か
ら
配
布
の
チ
ラ
シ
・
申

込
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
間

　
５
月
１
日
㈪
〜
６
月
３０
日
㈮

●
参  

加  

料

　
１
チ
ー
ム
３
千
円（
一
人
千
円
）

　
　
三
重
県　
環
境
生
活
部

　
　
く
ら
し
・
交
通
安
全
課

　
　
☎
０
５
９
│
２
２
４
│
２
４
１
０

問

問

問

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

ミ
ニ
情
報

ミ
ニ
情
報

生
活
の

生
活
の

１
２
３
日
間
の

　

無
事
故
・
無
違
反
に

　
　

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
！

│
無
事
故・無
違
反
チ
ャ
レ
ン
ジ

１
２
３
参
加
者
募
集
│

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

Ｉ
Ｎ
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Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
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大会結果報告

花井兄妹　大活躍！花井兄妹　大活躍！花井兄妹　大活躍！花井兄妹　大活躍！

教育委員会
☎68-1617

問合せ先

　昨年の12月におこなわれた「天皇杯全日本レスリング選手権大会　男子グレコローマン66kg級（会場：

国立代々木競技場）」に出場した兄の花井尊道さん（法政大4年）と、今年の1月におこなわれた「ヤリギン

国際大会　女子58kg級（会場：ロシア）」に出場した妹の花井瑛絵さん（至学館高2年）が加藤隆町長を表敬

訪問しました。

　花井尊道さんからは「現役を引退しますが、

これからは社会人としてしっかりと自覚を持

ち、レスリングとはまた違う世界で頑張りたい

です！」、花井瑛絵さんからは「今後は世界で

戦っていくためにも、まずは日本国内で勝てる

ように頑張りたいです！」と力強い決意表明が

ありました。町長からは「これからの二人の活

躍に期待しています」という言葉を頂きました。

　最後に、花井尊道さんは全国大会出場に伴う

激励金、花井瑛絵さんは国際的規模のスポーツ

大会入賞による激励金と表彰状、記念品（目録）

が町長から授与されました。

レスリング

　3月19日（日）に木曽岬中学校を会場とし3チーム参加のもと「町内軟式野球大会」が開催されました。

野球というスポーツを通じて他のチームとの交流が図られ、楽しく健康的な時間を過ごすことができました。

　試合は総当り戦で行われ、好投・攻守を見せた「RABBITS」が見事、優勝の栄冠に輝きました。

　なお、試合結果は次のとおりです。

▼町内軟式野球大会　結果報告

ラビッツ

Daytona RABBITS

１－６ １－19

８－２６－１

２－８19－１

ハリケーンラン

ハリケーンラン

RABBITS

Daytona

優　勝：ＲＡＢＢＩＴＳ
準優勝：ハリケーンラン
第３位：Ｄａｙｔｏｎａ
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　3月11日（土）木曽岬町スポーツ少年団本部による

ボランティア活動が実施されました。スポーツ少年団本

部には現在4団体（ドッジボール・ミニバスケットボー

ル・柔道・空手）が加盟しており、スポーツ少

年団の団員や指導者・保護者など約120名が

参加し、各団が普段練習している場所付近を中

心に町内各所の清掃活動を実施しました。

　なお、スポーツ少年団では各団とも団員を随時募集し

ております。興味のある方は、お気軽に教育委員会まで

お尋ねください。

スポーツ少年団本部　ボランティア活動報告！

　4月2日（日）の桜まつりに合わせて、スポーツ推進委

員とNPO法人きそさきAZクラブの共催による“さく

らウォーク in KISOSAKI 2017”が開催されました。

　今回は町内から80名を超える多くの参加があり、町

道鍋田川線の往復約9ｋｍにおよぶ桜並木のコースを

各々がノルディックポールを使ったり、自分のペースで

ウォーキングしました。

　スポーツ推進委員からはウォーキング、AZクラブか

らはノルディックウォークの基礎と効果についてアドバ

イスを受け、参加者のみなさんには心地よい汗をかいて

いただけたことと思います。

“さくらウォーク
ｉｎ ＫＩＳＯＳＡＫＩ2017”開催！
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　4月3日（月）に木曽岬町の小・中学校へ新しく赴任した教職員の着

任式が行われました。まず教育委員会事務局から「木曽岬町の紹介」

や「町の学校教育基本方針の説明」などを行い、続いて着任された教

職員からは自己紹介とともに、木曽岬町での活躍を誓う抱負が述べら

れました。

　最後に転入者を代表して、中学校の白木校長より「木曽岬町に早く

慣れ、地域とともに協働しながら子どもたちのためにがんばっていき

ます」という決意表明がありました。木曽岬町の教育に新しい風を吹

き込み、よりよい教育活動の実現に期待が膨らむ着任式でした。

平成29年度木曽岬町転入者等着任式

　木曽岬町では平成28年4月にコミュニティ・スクールを導入し、幼稚園、小・中学校では多くの保護者や地域の
皆様と協働しながら、教育活動の充実に努めています。5月号では、小学校の取組について紹介します。

シリーズ 地域とともに子どもの育ちを創造する
～CSの可能性を求めて②～

　年間３回ほどですが、「木曽岬お話しの会」のみなさんによる１、２年生

の子どもたちへの読み聞かせが行われています。１時限毎に１クラスずつ

図書室にやってきて、たっぷりとお話を聞きます。回数は少ないですが、

毎回子どもたちは「今日はどんな本を読んで

もらえるか楽しみだな」と言いながら期待を

膨らませています。よく見ると、「今日のお話、夢に出てこないかな」と本

の世界に入り込んでいる子どももいました。小学校では、地域の皆様とと

もに手を取り合って、教育活動の充実に努めています。本の好きな子ども

たちは増えてきています。

「木曽岬お話しの会」による読み聞かせ

＊「木曽岬お話しの会」の活動について（代表：加藤みほ子さんより）＊
　子どもたちが本好きになってほしいという願いから活動を始めました。5人
のメンバーそれぞれがお気に入りの絵本を持ち寄り、思いを込めて読み聞かせ
をしています。他にも、1、2年生の保護者で協力していただいている方に入っ
てもらっています。子どもたちが喜んで聞いてくれるのがうれしくて活動をし
ています。

〈木曽岬中学校〉
【退　職】　校長　星野　邦隆
【転　出】　教諭　横井　正道（長島中悠分校へ）
　　　　　　教諭　杉山　　徹（陽和中へ）
　　　　　　教諭　新江　勇祐（光風中へ）
　　　　　　教諭　久保　　遥（鳥羽市立答志中へ）
【転　入】　校長　白木　俊行（光陵中より）
　　　　　　教諭　田中　　修（陽和中より）
　　　　　　教諭　岸上　佳史（陵成中より）
　　　　　　教諭　山口　智子（大安中より）
　　　　　　教諭　太田　典子（新規採用）
〈木曽岬小学校〉
【退　職】　教諭　尾﨑　惠子
【転　出】　教頭　水野　敦之（大和小へ）
　　　　　　教諭　植田　恵子（多度中小へ）
【転　入】　教頭　中谷　　実（在良小より）
　　　　　　教諭　西口　直子（七和小より）
　　　　　　教諭　奥村　洋子（志摩市立

神明小より）
【再任用】　教諭　尾﨑　惠子木曽岬小学校教頭

中谷　実
木曽岬中学校長
白木俊行
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　3月12日（日）、福祉教育センター集会室を会場に木

曽岬町文化協会が主催して「ハンドベルスプリングコン

サート」が開催されました。

　この日、四日市市からお招きした「ミュージックパレ

ット」は、市内在住の障がい児・障がい者

と保護者やサポーターの皆さんで構成され、

「一般社会の中で音楽を通して障がい者の

理解を深めて欲しい…。」という目的で、

10年程前から活動され、24時間テレビ

にも出演した事もあるそうで、この日も日

頃の練習の成果をいかんなく発揮し、ディ

ズニーのテーマ曲やJ-Pop、テレビ番組の

主題歌などを演奏していただきました。

　来場していただいた町民の皆さんは、曲

に合わせて手拍子をしたり、歌を唄ったり

して会場全体がベルの音色と優しい気持ち

に包まれ、和やかでゆったりとした時を過

ごしていただけた事と思います。

　文化協会では、今後も町民の皆さんに身

近な場所で気軽に様々な文化芸術に触れていただけるよ

う、趣向を凝らした催しを企画して参りますのでご期待

ください。

会場内にベルの音が響きわたりました

　木曽岬町給食センターでは、木曽岬町や三重県産の食材を活用して「地物一番の日」として給食を

提供しています。（変更になる場合があります）

　5月11日（木）　小麦（うどん）

　5月12日（金）　のり（のりあえ）

木曽岬町の地物をいかした給食の献立について

わたしの
オススメする
この一冊

わたしの
オススメする
この一冊

オススメの本

『くだもの』 平山　和子　作／福音館書店

冨田　千夏

　馴染みのある果物がとても綺麗な絵で描かれている絵本です。丸ごと描かれた果物と

「さあ　どうぞ」の言葉と共に皮をむいて切り分けられた果物が見開き1ページに描いて

あるので、それを子どもの口に運ぶ真似をしながら読んであげていました。その内に子ど

もが「さあ　どうぞ」と言いながら私に食べさせてくれる真似をし始め、「これ食べたね」

「おいしかったね」などの会話も沢山楽しめた一冊です。
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ミーポ君

■桑名警察署　　☎（0594）24-0110
■木曽岬駐在所　☎65-3635警察署コーナー

教育関連施設開館日のお知らせ
町 体育館 体育館シューズを持参の上、お越しください。

◎一般開放日
卓球、バドミントンなど、道具の貸し出しを行っています。
自由に使用できます。

14日（日）　午前9時～正午
28日（日）　午前9時～午後4時

文 化資料館
◎開館日
毎週日曜日
午前9時～午後4時

◎開館日
火～日（祝日を除く）
午前8時30分～午後5時

北 部公民館

◎軽スポーツ教室
スポーツ推進委員による軽スポーツ教室を行います。
インディアカやバドミントン、卓球などを実施しています
のでぜひ体育館へお越しください。

14日（日）　午後1時～ 4時

北部公民館 図書室だより北部公民館 図書室だより新 刊

児童向け●えんとつ町のプペル
にしの あきひろ

●10年後、君に仕事はあるのか？
藤原 和博

●騎士団長殺し　第2部
村上 春樹

●騎士団長殺し　第1部
村上 春樹

●終わりなき夜に生れつく
恩田 陸

●老ける脳と老けない脳
友寄 英哲

●ほわほわさくら
きうち たつろう

●三島由宇、当選確実！
まはら 三桃

●オニのサラリーマン
大島 妙子

●くまさん
ましま せつこ

●ちいさなオレグ
マーガレット・コート

●みかんのめいさんち
平田 景

悪質商法に注意！

登山計画書の提出を！

点検商法
　「近所に工事に来ている。ついでなので（屋根や床な
どを）特別に無料で点検する。」などと言って訪問して
きた業者に点検してもらい、「傷んでいるからすぐに修
理しなければいけない。」などと言われ、実際には傷ん
でいる箇所はないのに、その場で契約を迫られ契約して
しまったという相談が寄せられています。
　不要なものは、はっきりと断り、よくわからないときは、
必ず誰かに相談してからにしましょう。

訪問購入
　「不要な物ありませんか。買い取ります。」などと訪問
してきた業者に、売るつもりのないものを強引に買い取
って持って行かれたなどといった相談が多数寄せられて
います。
　事前に「不用品を買い取りたい。」などといった電話
がある場合もあります。必要がなければ明確に断ってく
ださい。
　また、必要がないのに業者が来たときは、玄関をあけ
ずに対応し、何度断っても帰らない場合は110番通報
してください。

●警察安全相談電話　「＃9110」 「059-224-9110」

●桑名警察署　　　　「0594-24-0110」
※平日の午前9時～午後5時まで 町内3月の交通事故

●件数／16件（45件）●死者数／0人（0人）●負傷者数／5人（5人）
（　　）…平成29年累計

断りきれずに契約してしまったら…
すぐにご相談ください。
　クーリング・オフ制度の対象であっても、一定期間が経過すると、契約解除ができないことがあります。
（ただし、長期間経過していても、クーリング・オフ制度が利用できる場合もあります。）
　クーリング・オフ制度が使えるかや、どのようにしたら良いのかなど、クーリング・オフ制度については、
消費生活センターにご相談ください。

　登山計画書（届）は、万一遭難した場合の命綱です。
　三重県警察ホームページからダウンロードできる登山計画書（届）などに記載し、登山する山を管轄する警察署に郵
送等で提出していただくとともに、家族、知人、勤務先等にも渡して、山行日程を知らせておきましょう。
　なお、三重県警察ホームページの登山計画書（届）は作成例ですので、各項目を満たしていれば、様式にこだわらな
くても結構です。
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こんに ちは保健師です
◆保健師／☎68-6104・☎68-6119

健康増進計画・食育推進計画 No.5成人編成人編

運動やろまいげんげん運動運動やろまいやろまいげんげんげんげん
元 気 減 量

元気アップの「元」とメタボを減らすの「減」で、元気になろまい！
げん げん

　健康増進・食育推進計画策定のためのワークショップの中で、今後の木曽岬町の健康づくりのために

は、町民が「つどい・ふれあい・笑い・食べる」ことを大切にしたいという声が多く聞かれました。

　また、アンケート結果から、子どもの孤食があること、20代30代の2割が孤立感を感じていること、

男性の自死が多いことなどの課題が見られました。

　そして、国保の特定健康診査で、“メタボ該当率”が2年連続ワーストという現状があります。

　これらのことを踏まえて、木曽岬町では人との〈つながり〉を大切にした“元気アップ運動”と、

メタボを減らす“減量運動”を組み合わせた「やろまいげんげん運動」を展開します。

げん

げん

7つのやろまい行動7つのやろまい行動

外へ出て人と出会い、積極的に
挨拶をし、つどいの場に参加す
ることにより、おしゃべりや人
とふれあうことで、自分も仲間
も元気になり、町全体の元気ア
ップを目指します。

① 人と会おまい

食は人と人をつなぐコミュニケ―ションです。
子どもの頃から、家族と３食正しく食べる食習慣を身に
つけましょう。
誰かと食事をとることで食べ過ぎを
防ぎ、肥満予防につながり、また心
も満たすことができます。

③ 誰かと一緒に食べよまい

間食はときに心の栄養となりますが、内容や量によって
は糖分のとりすぎ、肥満の原因になります。木曽岬町で
は、間食習慣のある人が多く見られます。間食の量や回
数を減らし、甘いもののとりすぎに注意し、内容を工夫
しましょう。
※間食（お酒やジュース、お菓子など）は１日に必要な
　エネルギー量の10%以内におさめましょう。　 
※お酒は夕食と一緒に適度な飲酒量を守り、休肝日も作
　りましょう。

⑤ 今よりおやつ減らそまい

自分のからだを知ることによって、病気の予防、健康の増進につながります。
１）毎日体重を測りましょう
　　まずは自分の適正体重を知ろう
　　適正体重　　　　　　㎏ ＝ 身長（　　　）ｍ × 身長（　　　）ｍ × 22
２）年に１回は健康診断、がん検診を受けましょう。

⑦ いっつも自分のからだをチェックしよまい

１日に必要な野菜摂取量は350ｇ以上ですが、木曽岬
町の方の野菜の平均摂取量はその半分以下です。野菜を
多くとることで、よく噛むことにつながり、肥満予防に
なります。
毎食、生野菜で両手いっぱい、または、ゆで野菜で片手
いっぱいの野菜を食べましょう。
みそ汁やスープなど汁物の具に野菜を多種類入れ、でき
るだけ地元で採れた野菜を選びましょう。

⑥ いっつも野菜をよ～け食べよまい

「元気な人」を思い浮かべると、病気のあるなしに関わ
らず、生きがいや目標を持っている人が多いと
思いませんか？病気やけが等マイナス面に
注目せず、小さくても生きがいや目標を
持つことにより、楽しい生活を送りまし
ょう。

② 笑顔で楽しい生活しよまい

毎日、今よりも10分多くからだを動かす「＋10（プラス・
テン）運動」で心も体も元気アップ！！
まずは「移動」「家事」「趣味」「テレビ
を見ているとき」などがチャンス！
また、体重を減らしてメタボの
予防にもつながります。

④ まぁ10分よ～け　からだを動かそまい

家事で＋1
0

家事で＋1
0

生で 茹でると

1食分の野菜を食べる目安量＝120ｇ
その1/3は緑黄色野菜を。
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　木曽岬町子育て支援センターでは、幼稚園・保育園にまだ通っていない1歳以上のお子様の親子を対象に、
親子で一緒にあそんだり、子ども同士、親同士の触れ合いの場として、トマッピーキッズサークルを開いています。
　開催場所は、南部幼稚園・保育園です。

●対　　象／１歳～幼稚園・保育園入園前のお子様
●開  催  日／下記予定表のとおり
●時　　間／午前9時30分～11時30分
●場　　所／木曽岬町立南部幼稚園・保育園
　　　　　　（夕涼み会と運動会は中部・南部どちらの園へ参加して
　　　　　　いただいてもかまいません。）
●申　　込／各幼稚園・保育園、または子育てサロンに申込んでくだ
　　　　　　さい。（途中申込も可）
　　　　　　申込用紙は、各幼稚園・保育園、子育てサロンにおいて
　　　　　　あります。
　　　　　　中部幼稚園・保育園　☎68-5718　FAX68-5719
            　　南部幼稚園・保育園　☎68-8891　FAX68-8893
　　　　　　子育てサロン　　　　☎68-6119

ご不明な点がございましたら、子育て支援センター（☎68-6119）までお問い合わせください。

はじまるよ！！はじまるよ！！

※内容など変更する場合がありますのでご了承ください。
※必ず、大人の方と一緒に参加してください。
※お子さまは、汚れてもいい服装で、保護者の方は動きやすい服装でおこしください。
※親同士のおしゃべりも大切ですが、自分のお子さんから目を離さないように責任をもってみてください。
　（園内での事故について一切責任を負いません。）

月
5月
6月
7月

8月
9月
10月

11月
12月
1月
2月

日
16日（火）
20日（火）
7日（金）
18日（火）
22日（火）
19日（火）
7日（土）
17日（火）
21日（火）
19日（火）
16日（火）
20日（火）

内　　容
はじめましての会
砂あそびをしよう
夕涼み会に参加しよう
水あそびをしよう
水あそびをしよう
室内、園庭で遊ぼう
運動会に参加しよう
室内、園庭で遊ぼう
室内、園庭で遊ぼう
室内、園庭で遊ぼう
室内、園庭で遊ぼう
園内めぐり、給食試食会

備考（持ち物、その他）
水筒、着替え、帽子
タオル、水筒、着替え、帽子
南部・中部自由
水着、タオル、水筒、着替え
水着、タオル、水筒、着替え
水筒、着替え、帽子
南部・中部自由
水筒、着替え、帽子
水筒、着替え、帽子
水筒、着替え、帽子、防寒具
水筒、着替え、帽子、防寒具
お茶、箸（フォーク）、スリッパ、座布団

トマッピーキッズサークル予定表トマッピーキッズサークル予定表

園の
お餅つきに参加

園の
夕涼み会に
参加
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●利用できる日／月曜日の午前・午後、火曜日～金曜日の午前
●５月の子育てサロンのお休み
　　　　　　　／５月12日㈮、15日㈪午後、土・日曜日および祝日

子育てサロン
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中部国際空港よりお知らせ

●電話／0569－38－7860（直通）（午前9時～午後6時）
●ＦＡＸ／0569－38－7859
※時間外は留守番電話にて対応します。

航空機騒音については
航空機騒音・テレビ電波障害相談室をご利用ください。

※ごみ減量にご協力をお願いします。（資源ごみ、廃品回収をご利用ください。）
※生ごみなど水分の多いものは、水切りを十分に行ってください。
※プラスチック製容器包装は分別して専用のごみ袋に入れてください。

新加路戸・上加路戸・中加路
戸・大新田・外平喜・近江島・
西対海地・田代・脇付・雁ヶ地・
福崎・上見入・東見入・下見入・
辰高・上和泉・下和泉・中和泉・
小和泉・小林・栄・中栄・第
２栄

富田子・新富田子・東富田子・
豊崎・川先・藤里台・西白鷺川・
白鷺・源緑・下藤里・上藤里・
松永・南栄・かおるヶ丘・な
ぎさ台

Ａ 地 区

対象地区

可燃ごみ

不燃ごみ

粗大ごみ

資源ごみ

プラスチック製
容器包装

Ｂ 地 区

毎週月・木曜日
  1日・  4日・  8日・11日・15日
18日・22日・25日・29日

毎週火・金曜日
  2日・  5日・  9日・12日・16日
19日・23日・26日・30日

毎月第１・第３水曜日
3日・17日

毎月第２水曜日
10日

毎月第４水曜日
24日

毎週水曜日
3日・10日・17日・24日・31日

家庭ごみ収集におけるお願い

毎月第４日曜日 28日

※収集日程については行事・健康カレンダーをご確認ください。
家庭ごみ、資源ごみ収集日程

福祉健康課 68-6104
住 民 課 68-6103
税 務 課 68-6102
危機管理課 68-6101
総務政策課 68-6100

保健センター 68-6119
教育委員会 68-1617
議会事務局 68-6108
会 計 課 68-6107

68-6106建 設 課

産 業 課 68-6105

夜間・休日電話 40-9008
平日夜間 午後5：15～翌日 午前8：30／土・日・祝日・年末年始

●町のホームページ
　http://www.town.kisosaki.lg.jp/

月カレンダー5
主 な 行 事 備 考場 所 時 間

2 ㊋•幼稚園・保育園　こどもの日の集い 中部・南部幼稚園保育園

18㊍
•北勢地域若者サポートステーション

出張相談in木曽岬
•歯っぴい指導室

福祉・教育センター

保健センター

要予約
☎059-359-7280

午前9時30分～11時30分

午後1時30分～2時30分

15㊊
•献血 湾岸さくらクリニック

保健センター
男女とも
体重50㎏以上
男　17歳以上
女　18歳以上

午後2時～3時
午後3時30分～4時30分

6月カレンダー

8 ㊊•音楽療法（子育てサロン） 福祉・教育センター集会室 午前10時30分～11時30分

9 ㊋•もぐもぐ教室 保健センター 午前10時～11時30分頃

11㊍•すくすくひろば 保健センター 午前10時～11時30分

1 ㊍•人権相談 福祉・教育センター 午前9時～11時30分

28日•日曜役場 役場　住民課・税務課 午前8時30分～午後5時 収納・証明業務

4 日•町内一斉清掃 町内全域

19㊎•チャイルドケア講座・交流会•育児相談
保健センター
保健センター 要予約☎68-6119

午前10時30分～12時
午後1時30分～3時

25㊍•人権・心配ごと・行政相談•カウンセリング
福祉・教育センター
保健センター 要予約☎68-6119

午前9時～11時30分

5月の納付
●固定資産税（5/1納期限） ……………… 第１期分
●軽自動車税（5/31納期限） ……………… 全期分
●介護保険料（5/31納期限） …………… 第１期分
●水道料金・下水道使用料 （5/1納期限） … Ａ地区
 （5/31納期限） … Ｂ地区
●幼稚園授業料（5/29納期限） …………… ５月分
●保育園保育料（5/29納期限） …………… ５月分
口座振替の方は振替不能とならないよう通帳の残高をお確かめください。

納付を
お忘れなく

！
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